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○国立大学法人上越教育大学基金規則

（平成26年10月21日規則第12号）

最終改正 令和４年９月14日規則第19号

（設置）

第１条 国立大学法人上越教育大学（以下「本法人」という。）に，上越教育大学基金（以

下「基金」という。）を置く。

（目的）

第２条 基金は，広く社会から寄附を受け入れることにより，上越教育大学（以下「本学」

という。）における学生支援活動，教育研究活動及び地域貢献活動等の充実を図り，地

域に根ざした教員養成を通じて，持続可能な社会の実現に寄与することを目的とする。

（事業）

第３条 基金は，前条の目的を達成するため，次の各号に掲げる事業を行う。

(1) 学生支援事業

(2) 国際交流支援事業

(3) 教育支援事業

(4) 研究等支援事業

(5) 地域貢献事業

(6) 附属学校整備事業

(7) キャンパス環境等整備支援事業

(8) その他本法人の諸活動支援事業

（事業年度）

第４条 基金の事業年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３月31日に終わるものとする。

（基金の構成）

第５条 基金は，次の各号に定める資金をもって充てる。

(1) 基金設立後，寄附された現金等の寄附金

(2) 本学の周年記念募金において寄附された資金

(3) 前２号に規定するものから生じる果実

２ 基金のうち，寄附者が目的を指定しない寄附によるものを一般基金とし，寄附者が目

的を指定する寄附によるものを目的指定基金とする。

（特定基金）

第６条 特定目的の寄附を募集し，及び管理するため，前条第２項の目的指定基金として，

特定基金を置くことができる。

２ 特定基金の運営等に関し必要な事項は，別に定める。

（修学支援事業基金）

第７条 第３条第１号に掲げる学生支援事業に充当する目的の寄附金は，前条に規定する

特定基金として受け入れるものとし，その名称は修学支援事業基金とする。

２ 学長は，寄附者が目的を指定しない寄附金の全部又は一部について，学生を支援する

事業に充当することを目的に，修学支援事業基金として受入れの決定を行うことができ
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るものとする。

３ 修学支援事業基金の管理は，他の寄附金と独立して別に行う。

（修学支援事業基金の使途）

第８条 前条に規定する修学支援事業基金は，経済的理由により修学が困難な学生を対象

に，次の各号に掲げる使途に充当するものをもって構成する。ただし，本学への入学に

関して寄附されるものを除く。

(1) 授業料，入学料又は寄宿料の全部又は一部の免除その他学生等の経済的負担の軽減

を図るもの

(2) 学資を貸与又は給付するもの

(3) 教育研究上の必要があると認めた学生等による海外への留学に係る費用を支援する

もの

(4) 学生の資質を向上させることを主たる目的として，学生を教育研究に係る業務に雇

用するために係る経費を負担するもの

（修学支援事業基金の使途の変更の禁止）

第９条 修学支援事業基金に対して拠出された寄附の使途は，変更してはならない。

２ 修学支援事業基金から貸与事業の実施に充当するために支出された金銭であって，当

該貸与の結果として，被貸与者より金銭が本法人に対して償還された場合にあっては，

当該償還された金銭は，再び修学支援事業基金に帰属するものとしなければならない。

（研究等支援事業基金）

第１０条 第３条第４号に掲げる研究等支援事業に充当する目的の寄附金は，第６条に規

定する特定基金として受け入れるものとし，その名称は研究等支援事業基金とする。

２ 学長は，寄附者が目的を指定しない寄附金の全部又は一部について，研究等を支援す

る事業に充当することを目的に，研究等支援事業基金として受入れの決定を行うことが

できるものとする。

３ 研究等支援事業基金の管理は，他の寄附金と独立して別に行う。

（研究等支援事業基金の使途）

第１１条 前条に規定する研究等支援事業基金は，次の各号に掲げる使途に充当するもの

をもって構成する。

(1) 学生又は不安定な雇用状態にある研究者が公募により選定されて参加する研究に関

するプロジェクトにおいて，その学生又は不安定な雇用状態にある研究者が自立した

研究者として行う研究活動に要する費用を負担する事業

(2) 論文の刊行に要する費用，学会等への参加に要する旅費その他の費用で研究活動の

成果を発表するために必要なものを負担する事業

(3) 大学院に在学する学生又は不安定な雇用状態にある研究者のその専門とする分野に

係る研究者としての能力及び資質の向上を主たる目的として，異分野の研究者との交

流その他の他の研究者又は実務経験を有する者との交流を促進する事業

（研究等支援事業基金の使途の変更の禁止）

第１２条 研究等支援事業基金に対して拠出された寄附の使途は，変更してはならない。

（謝意表明）

第１３条 学長は，寄附者に対して謝意を表明する。
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２ 謝意の表明に関し必要な事項は，別に定める。

（運営委員会）

第１４条 基金に関する重要事項を審議するため，国立大学法人上越教育大学基金運営委

員会（以下「運営委員会」という。）を置く。

２ 運営委員会の組織及び運営に関し必要な事項は，別に定める。

（基金室）

第１５条 基金の安定的な財源確保に向けた企画立案等を行うため，国立大学法人上越教

育大学基金室（以下「基金室」という。）を置く。

２ 基金室の組織及び運営に関し必要な事項は，別に定める。

（寄附金の受入れ及び管理等）

第１６条 寄附金の受入れ及び管理に関しては，この規則又はこの規則に基づく特段の定

めがある場合を除き，国立大学法人上越教育大学寄附金経理事務取扱細則（平成16年細

則第12号）の定めるところによる。

２ 基金への寄附金の受入れは，別に定める様式により行うものとする。

３ 前項に係る基金への寄附金の受入れに関する承認手続は要しない。ただし，受入内容

等に疑義が生じた場合は，運営委員会で審議する。

（事務の処理）

第１７条 基金に関する事務は，関係課の協力を得て，総務課において処理する。

（細則）

第１８条 この規則に定めるもののほか，基金に関し必要な事項は，別に定める。

附 則

この規則は，平成26年11月１日から施行する。

附 則（平成29年規則第５号（平成29年９月13日））

この規則は，平成29年９月13日から施行する。

附 則（平成31年規則第14号（平成31年３月22日））

この規則は，平成31年４月１日から施行する。

附 則（令和４年規則第15号（令和４年５月11日））

この規則は，令和４年６月１日から施行する。

附 則（令和４年規則第19号（令和４年９月14日））

この規則は，令和４年９月14日から施行する。


